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オ
ラ
ン
ダ

～
水
ど
自
転
車
．～

・
一
・
　

（新
勢
”昇
様
ツ‐代ご

私
の
よ
ヶ
に

「水
商
売

（但
し
昼
間
と

を
し
て
，
る‐‐
れ
出
確
者‐‐
に
と
り‐‐
、
オ
ラ
ン
グ
は
魅
力
的
な
国

で
あ
る
。
エ
ン
ジ
会
社
勤
務
時
代
は
良
く
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
れ
て
い
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
昨
年
十

一
月
オ
ラ

けげ一け膿】”く，レ″』“瑚囃爆】敵けけ清け”″．・唯叩Ⅷ林ラ‐会粘ダ。は赫聡ド転‐こ鯵帥胆けどい

ら
し

て
み
た
。

一
、
オ
ラ
ン
ダ
と
治
水

・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ダ
ム
は
ど
ん
な
意
味
か

オ
ラ
ン
ダ
を
代
表
す
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
国
際
港
湾
都
市
で
知
ら
れ
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
な
ど
や
た
ら

「ダ
ム
」
が
多
い
。
こ
れ
は
簡
単
に
推
察
で
き
る
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で

「堤
防
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ラ
イ
ン
川
の
支
流
、
ア
ム
ス
テ
ル
川
や
ロ
ッ
テ
ル
川
の
運
ん
で
き
た
土
砂
を
干
拓
し
国
土
を
作

？
て
き
た

の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
十
三
世
紀
か
ら
、
低
湿
地
に
運
河
を
作
り
、
提
防
つ
く
り
に
は
ま
ず
、
本
杭

を
打
ち
込
み
そ
の
上
に
土
砂
を
積
み
上
げ
街
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
川
に
堤
防
を
作
り
街

づ
く
り
、
こ
れ
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
０
ロ
ッ
テ
ル
川
に
堤
防
を
作
り
作

っ
た
街
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
な
の
だ
。

で
は
英
語
表
現
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
下
の
意
味
は
な
に
か
、
こ
れ
は

「低
湿
地
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
オ

ラ
ン
ダ
人
が
好
む
表
現
は

「
ホ
ラ
ン
ド

（国
ｏ
一
営
じ
」
ら
し
い
、
こ
れ
は
海
洋
国
家
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
出

身
地
、
現
在
の
ホ
ラ
ン
下
州
の
名
前
か
ら
き
て
い
る
。
こ
の
地
名
は
日
本
に
伝
わ
リ
オ
ラ
ン
ダ
と
な
っ
た
。

・
な
ぜ
オ
ラ
ン
ダ
で
水
処
理
が
発
達
し
た
の
か
…
…
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
水
と
の
関
係

・　
　
・　
・

地
名
の
出
来
で
述
べ
た
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
は
、
水
と
の
戦
い
で
あ
つ
た
●
国
上
の
大
部
分
が
海

面
下
に
あ
り
、
十
三
世
期
に
ギ
ス
プ
レ
ヒ
ト
ニ
世
が
築
城
を
開
始
し
て
以
来
、
国
土
を
守
る
た
め
に
運
河

を
縦
横
に
張
り
巡
ら
ｔ
ヽ
さ
ら
に
多
段
に
堤
防
を
築
き
、
そ
の
堤
防
で
守
ら
れ
た
運
河
に
風
車
で
水
を
吐

き
出
し
国
土
を
作
り
「
そ
ｔ
て
洪
水
か
ら
国
土
を
守
っ
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う
と

風
車
が
代
表
格
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
は
特
定
の
商
人
の
た
め
に
粉
ひ
き
作
業
に
使
わ
れ
莫
大
な
富
を
生

み
出
し
、
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
大
型
風
車
は
国
土
を
造
成
す
る

排
水
ポ
ン
プ
の
役
■
を
果
た
し
オ
ラ
ン
ダ
国
上
を
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
干
拓
技
術
が
発
達
し
、

そ
の
技
術
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
を
通
じ
世
界
に
広
げ
ら
れ
た
ｏ
日
本
も
江
戸
時
代
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

よ
じ
む
ら
　
　
か
ず
な
り

吉
村
　
和
就
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の
干
拓
技
術
を
学
び
ヽ
多
く
の
湿
地
や
沼
地
を
農
地
に
変
え
た
。
東
京
駅
東
側
の
八
重
洲
の
地
名
は
い
徳

川
家
康
か
ら
国
際
情
報
顧
問
と
し
て
重
用
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
ヤ
ン

・
ヨ
ー
ス

‐テ
イ
ン
の
臓
敷‐
跡
か
‐ら
付

け
ら
れ
た
ｏ

・
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
治
水
の
考
え
方

（低
水
治
水
）
は
長
ら
く
日
本
の
近
代
治
水
の
模
範
ど
．さ
れ
明
治
二
十

九
年
の
河
川
法
制
定
ま
で
採
用
さ
れ
て
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

一
　

・

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
は
欧
州
六
カ
国
を
横
断
し
流
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
川

（総
延
長

一
二
三
．四
飾
）
の
最
下
流

に
当
た
り
、
つ
ま
り
は
上
流
国
で
汚
染
さ
れ
た
ラ
イ
ン
川
の
表
流
水
や
地
下
水
を
飲
ま
ざ
る
を
得
ず
、
そ

の
た
め
に
水
処
理
技
術
が
発
達
し
た
。
水
に
関
し
て
世
界
的
に
有
名
な
研
究
機
関
は

一
九
四
八
年
に
設
立

さ
れ
た

「
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
水
質
研
究
所
」
で
、
こ
の
研
究
所
は
水
に
関
わ
る
環
境
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

扱
い
、
最
近
で
は
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
研
究
部
で
あ
っ
た

「
Ｋ
Ｗ
Ｒ
水
循
環
研
究
所
」
が
水
セ
ク
タ
ー
全
体
を
取

―‐り
扱

っ
て
い
る
。
先
端
的
な
水
処
理
に
関
わ
る
学
問
的
分
野
で
は
デ
ル
フ
ト
エ
科
大
学
、
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
グ

ン
大
学
が
，石
名
で
あ
る
。　
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鍵
賛
掛
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螺
鮮
無
罪
響

て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
を
図
り
，
も
●
で
公
衆
術
生‐の
向
上
ど
生
活
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
自
然
界
に
は
あ
―ら
ゆ
る
病
原
性
バ
タ
テ
リ
ア
や
微
生
物
が
存
在
し

て
い
る
一
水
に
出
来
す
る
病
原
性
バ
ク
テ
リ
ア
や
ウ
イ
ル
ス
で
有
名
な
の
は
コ
レ
ラ
、
赤
痢
菌
な
ど
が
代

表
的
で
あ
る
ｏ
こ
れ
ら
の
病
原
性
バ
ク
テ
リ
ア
を
完
全
に
殺
菌
す
る
た
め
に
は
、
強
力
な
化
学
物
質
が
必

要
で
あ
り

一
八
五
〇
年
代
に
ロ
ン
ド
ン
で
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
た
時
に
い
英
国
の
科
学
者
ジ
ョ
ン

・
ス
′
■

博
士
が
水
の
消
毒
に
塩
素
を
使
っ
て
完
全
な
消
毒
が
で
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
塩
素
は
ヽ
承
知

の
通
り
強
い
酸
化
力
と
強
烈
な
臭
い
を
持
つ
物
質
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
〇
〇
年
代
に
、
こ
の
塩
素

消
毒
と
砂
ろ
過
を
組
み
合
わ
．せ
、
塩
素
の
臭
い
を
低
減
さ
せ
大
規
模
な
浄
水
場
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
塩
素
消
毒
の
歴
史
は

一
九
二

一
年

（大
正
十
年
）
に
東
京
市
と
大
阪
市
で
始
ま
り
、
全
国

的
に
普
及
し
た
の
は

一
九
五
七
一年
人
昭
和
三
十
二
年
）
に
水
道
法
が
制
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
日

本
人
に
と
，
水
道
の
塩
素
滅
爾
は
当
た
り
前
で
疑
間
を
持
た
な
い
が
い
オ
ラ
ン
ダ
人
や
デ
ン
マ
■
ク
人
は
、

「自
然
界
の
水
に
化
学
物
質
を
入
れ
る
こ
と
は
味
を
損
な
う
ば
か
り
で
は
な
ぐ̈
‐
‐
―
健
康
に
も
良
く
な
い
」

と
し
て
ず
紫
外
線
殺
菌
装
置
を
採
用
し
て
い
る
。

ニ
ー
オ
ラ
ン
ダ
と
自
転
車

一
な
ぜ
オ
ラ
ン
ダ
人
は
一背
が
高
い
の
か

オ
ラ
ン
ダ
人
は
本
当
に
背
が
高
い
。
オ
ラ
ン
ダ
統
計
局
の
デ
ー
タ

（
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
れ
ば
二
十
～

三
十
四
歳
の
平
均
身
長
は
男
性
が

一
八
二

・
八
セ
ン
チ
、
女
性
は
一
六
九

・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
一
ア
ム
ス
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テ
ル
ダ
ム
で
列
車
を
待
う
際
も
い
行
き
交
う
人
々
は
背
が
高
い
。
知
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に

「な
ぜ
オ
ラ
ン

ダ
人
は
背
が
高
い
の
か
｝
蘭
い
て
み
た
。
彼
は
①
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
チ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
乳
製
品
を

沢
山
食
べ
て
い
る
、
②
毎
日
、
自
転
車
に
乗
り
体
を
鍛
え
て
い
る
、
同
僚
は
毎
日
三
〇
』
離
れ
た
自
宅
か

ら
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
、
③
就
寝
時
間
が
長
い
か
ら
、
体
が
良
ぐ
育
つ
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ

た
「
　
　
　
　
　
　
　
・

確
か
に
オ
ラ
ン
ダ
に
は
乳
製
品
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
チ
ー
ズ
も
沢
山
の
種
類
が
あ
り
、
し
か
も
安
い
。

・
自
転
車
王
国
≡
…
オ
ラ
ン
ダ

そ
の
体
を
鍛
え
る
自
転
車
数
も
凄
い
、
街
中
に
自
転
車
専
用
道
路
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
猛
ス
ピ
ト
ド

で
走
っ
て
く
る
。
慣
れ
な
い
筆
者
が
自
転
車
道
路
を
歩
い
て
い
る
と
、
後
ろ
か
ら

「
バ
イ
シ
ク
ル
ー
」
と

大
声
で
叫
ば
れ
た
こ
と
も
三
度
三
度
で
は
な
い
。
た
ぶ
ん

「田
舎
者
め
、
ど
け
―
」
と
叫
ん
で
い
る
の
で

あ
ろ
う
‐‐。
オ
．ラ
ン
ダ
の
人
日
は
約

一
千
六
百
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
が
自
転
車
数
は
「
そ
れ
よ
り
百
万
台

多
い
一
千
七
百
万
台
と
言
わ
れ
て
い
る
‐。
と
に
か
く
平
坦
な
国
土
で
あ
り
、
自
転
車
に
は
最
適
な
地
形
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
各
国
も
自
一転
車
で
ま
い
国
も
多
い
が
、
決
定
的
に
違
う
の
は
国
家
が
ｉ

‐転
車
を
最
大
０
公

共
交
通
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
，
自
転
車
古
存
道
路
ｒ
宮
転
車
用
信
号
ず
駐
輪
場
な
ど
の
専
用
設
備
を
最

も
有
効
な
場
所
空
間
に
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う

‐‐
―‥
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
前
の
駐
輪
場
は
世
界
最

大
の
駐
輸
場

（約

一
万
台
収
容
可
能
Ｙ
で
三
・階
建
て
の
大
き
な
ど
ル
デ
イ
ン
グ
で
あ
る
Ｐ

当
然
、
多
く
の
電
車
や
ト
ラ
ム
に
は
■
転
革
積
み
込
み
用
の
ス
ペ
■
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
面
白
い

制
度
は
、
自
転
車
通
勤
に
よ
る
所
得
税
控
除
で
あ
る
。
週
に
三
回
以
上
、
片
道

一
〇
』
以
上
を
自
転
車
通

勤
す
る
と
所
得
税
が
年
間
約
二
万
七
千
円
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

・
就
経
時
間
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

背
の
高
い
三
番
目
の
理
由
は
■
就
寝
時
間
が
長
い
」
こ
と
で
あ
る
が
，
こ
れ
は
怪
し
い
説
だ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
統
計

（二
〇
一
一
年
）
を
見
る
と
、　
一
番
就
寝
時
間
が
長
い
の
は
、
中
国
人
で
あ
り
、

次
が
フ
ラ
ン
ス
人
、
米
国
人
も
長
い
、■
オ
ラ
ン
ダ
人
は
統
計
に
は
な
か
っ
た
が
，
問
題
は
世
界
で
一
番
就

寝
時
間
が
短
い
の
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。
（平
均
睡
眠
時
間
七
時
間
十
四
分
）
　

　

・

・

，
ラ
ン
グ
ス
が
背
の
高
い
理
由
，
面
白
い
説
は
①
チ
ー
ズ
と
ニ
シ
ン

（カ
ル
シ
ウ
ム
と
・鉄
分
多
い
）
を

よ
く
食
べ
る
か
ら
ず
②
放
牧

‐さ
れ
て
い
る
牛
や
豚
に
は
合
成
さ
れ
た
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
沢
山
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
、一
③
働
土
が
低
地

‐な
つ
で
日
光
が
良
ぐ
当
た
る
よ
う
に
背
が
高
い
ず
④
日
光
浴
が
好
き

‐なの
で
ビ

‐‐‐こ夕お
牌
絆
鶴
競
晴蒔
郡
肝
揺
績
期
炉
一鰐
髄
慎
聾
封
贅
け

購を‐‐どぃ』し‐‐‐るＣ一罐婦坤̈
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